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No.532

令和４年２月 1 日発行 
町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：おとめ椿

人　口	20,849 人 [732] (+34 [±  0])
　男	 10,467 人 [299] (+17 [+  1])
　女	 10,382 人 [433] (+17 [ー  1])
世帯数	 9,245 戸 [335] (+  3 [±  0])

まちの動き 1月1日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数
※平成 24年 7月 9日
から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数
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小正月の獅子舞（ 飯喰区）



◦	
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
よ
る
保
険
料
の
軽
減

◦	

医
療
保
険
で
の
自
己
負
担
額
の
軽
減
、
高

額
医
療
費
の
限
度
額
、
入
院
時
食
事
負
担

額
の
判
定

◦	

介
護
保
険
の
各
種
減
額
証
の
交
付

◦	

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
上
限
額
の

判
定

　

社
会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
、地
震
保
険
料

な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
る
申
告
を
す
る
と
、

翌
年
度
に
課
税
さ
れ
る
町
県
民
税
が
少
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、公
的
年
金
等
の
収
入
額
が
4
0
0
万

円
以
下
で
あ
り
、か
つ
そ
の
他
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
の
方
は
、「
確
定
申
告
」の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
れ
ら
の
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は「
住
民
税
の
申
告
」が
必
要
で
す
。

①	

営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
方

②	

地
代
や
家
賃
収
入
な
ど
の
不
動
産
所
得
が

あ
る
方

③	

給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・	

令
和
３
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額
が

2
0
0
0
万
円
を
超
え
る
方

・	

１
カ
所
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
方
で
、給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
方

・	

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
方
で
、年
末
調
整
を
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
等
の
収
入
金
額
と
給
与
所

得
以
外
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
方

④	

医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

⑤	

保
険
の
満
期
返
戻
金
な
ど
の
一
時
所
得
の

あ
る
方

⑥	

令
和
３
年
中
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額

か
ら
、基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
差

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
た
方

で
、所
得
税
で
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
金
額
が

あ
る
場
合
は
、翌
年
度
の
住
民
税
で
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、町
が
控
除
額
の
計
算
を
行
う
た

め
、「
住
民
税
の
申
告
」の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。た
だ
し
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

方
は
、申
告
書
の「
特
例
適
用
条
文
」の
欄
に
必

ず
居
住
年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」の
添
付
が
必
要

で
す
。（
医
療
費
の
領
収
書
で
の
提
出
は
で
き

ま
せ
ん
。）

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
税
務
署
か
ら
求

め
ら
れ
た
と
き
は
提
示
ま
た
は
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

※
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療
費

通
知
を
添
付
す
る
と
明
細
の
記
入
を
省
略

で
き
ま
す
。（
医
療
費
通
知
と
は
、健
康
保

険
組
合
等
が
発
行
す
る「
医
療
費
の
お
知
ら

せ
」等
で
す
）

①	

令
和
４
年
1
月
１
日
現
在
、
町
内
に
住
ん

で
い
る
方

※
「
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
方
」、「
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る

給
与
所
得
者
ま
た
は
年
金
収
入
の
み
の
方

で
支
払
者
か
ら
役
場
へ
給
与
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
」
は
、
住
民
税
の

申
告
は
不
要
で
す
。

②	

令
和
３
年
中
に
所
得
が
な
く
て
も
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

・	

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

　

・	

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者

　

・	

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

　

・	

所
得
証
明
、
課
税
（
非
課
税
）
証
明
等

を
必
要
と
す
る
方

　

・	

誰
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い
方

　

・	

町
外
に
居
住
す
る
方
の

　
　

扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
方

町では、2月16日（水）から3月15日（火）までの間、税の申告相談を行います。

※土・日・祝日は、2月27日（日）の午前中のみ開催します（地区の限定はありません）

受付時間　午前9時～ 11時30分 ／ 午後1時～ 4時
　　　　　※平日のみ

相談場所　役場庁舎裏　別棟2階会議室

相 談 日 対象地区

2月16日	(水)	～ 	 22日(火)  西条一区 ・ 西条二区 ・ 清水新居

2月24日	(木)	～	３月2日(水)  西条新田 ・ 押越 ・ 河東中島

3月  3日	(木)	～   	9日(水)  紙漉阿原 ・ 築地新居 ・ 飯喰 ・ 河西

3月10日	(木)	～ 	 15日(火)  上河東 ・ 上河東二区

し
引
き
、そ
の
金
額
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
税
額
が
配
当
控
除
額
を
超
え
る
方

⑦	

寄
付
金
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

※
ふ
る
さ
と
納
税
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
を
選
択

し
た
方
が
確
定
申
告
す
る
場
合
、ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
の
適
用
が
無
く
な
り
ま
す
。

 　
青
色
申
告
の
方
や
土
地
・
建
物
や
株
式
な

ど
の
資
産
を
譲
渡
し
た
方
は
、確
定
申
告
が

必
要
で
す
。甲
府
税
務
署
で
の
申
告
相
談
対

応
と
な
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。青
色
申
告
・
譲
渡
所
得
の
申
告
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
甲
府
税

務
署
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

  

上
場
株
式
等
に
係
る

所
得
の
課
税
方
式
に
つ
い
て

　

所
得
税
と
異
な
る
課
税
方
式（
申
告
不
要

制
度
・
申
告
分
離
課
税
・
総
合
課
税
）を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  （
例
：
所
得
税
は
総
合
課
税
、住
民
税
は
申
告
不
要
制
度
）

　

令
和
３
年
分
か
ら
は
、上
場
株
式
等
の
配

当
等
に
つ
い
て
住
民
税
で
は
申
告
不
要
を
選

択
す
る
場
合
に
は
、申
告
書
二
面
下
部
に
あ

る
住
民
税
に
関
す
る
事
項「
特
定
配
当
等
の

全
部
の
申
告
不
要
」欄
の
記
載
を
す
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。申
告
不
要
制
度
を

選
択
し
な
い
場
合
は
、国
民
健
康
保
険
税
や

　個人番号の記載と本人確
認書類の提示または写しの
添付が必要です。マイナン
バーカードをお持ちでない
方は、通知カードまたは個人
番号が記載された住民票の
写しと身元確認書類（運転免
許証、在留カードなど）を必
ずお持ちください。

マイナンバーが
必要です

申
告
の
ご
案
内

所
得
税
確
定
申
告
の

ご
案
内

「
住
民
税
の
申
告
」が
必
要
な
方

申
告
を
し
な
い
と
次
の
こ
と
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

年
金
収
入
の
あ
る
方
へ

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

医
療
費
控
除

「
所
得
税
の
確
定
申
告
」が
必
要
な
方

　申告相談会場では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、職員の手洗い、うがい、マスクの着用を
実施しています。また、ボードの設置や会場の換気、消毒、密の回避に努めています。（窓を開放しますので、暖かい服
装でお越しください）
　申告相談会場へお越しいただく際は、感染拡大防止のため、次の事項についてお願いいたします。
○検温・手指消毒・マスクの着用にご協力をお願いいたします。また、筆記用具、電卓等の持参をお願いいたします。
○申告相談会場には、アルコール消毒液を設置していますので、ご利用ください。
○発熱や咳などの風邪のような症状がある場合は、申告会場への入場をお断りする場合があります。（入り口での検

温を実施いたします。37.5度以上の熱がある場合は入場をお断りします）
○申告受付会場へはできる限り少人数でお越しください。
○スマートフォンをお持ちの方は、接触確認アプリ「COCOA」をインストールしご活用ください。
○滞在時間短縮のため、事前に収支内訳書や医療費控除の明細書など、必要書類を整理して、持参してください。
○当日は受付で入場整理券を配布します。配布状況によっては受付を早めに締め切る場合があります。

「
青
色
申
告
」と

「
譲
渡
所
得
の
確
定
申
告
」は
税
務
署
へ

住
民
税

税
の
申
告
の

 
お
知
ら
せ

申
告
期
間
が
間
近
と
な
り
ま
し
た
が
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

町
で
は
前
年
の
収
入
状
況
を
も
と
に
、
町
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に

申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
で
も
申
告
は
で
き
ま

す
の
で
、
ご
自
分
の
収
入
を
確
認
し
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ　
役
場
税
務
課（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
５
）　
甲
府
税
務
署（
☎
２
５
４
‐
６
１
０
５
）

介
護
保
険
料
、後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
ま
た
医
療

費
の
窓
口
負
担
が
増
加
す

る
等
の
影
響
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

詳しくは国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp）をご覧ください。
e-Tax・作成コーナーヘルプデスク　　☎0570-01-5901

地区別申告相談日

！ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、申告受付窓口の混雑緩和を
はかるためにも可能な限りe-Taxや郵送での申告をご活用ください。
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新型コロナワクチンの追加(3回目)接種に
関する大事なお知らせとお願い

　昭和町では、新型コロナワクチンの一般の方の追加（3回目）接種を、1月 29 日（土）から開始
します。当初、追加（3回目）接種は、2回目の接種をした日から、概ね 8カ月を経過した方から
順次接種券をお送りすることとしていましたが、今般、オミクロン株の感染拡大が懸念される中、
町では、できるだけ 8カ月を待たずに前倒しできるよう、急ぎ調整を行って参ります。
　準備が整い次第、順次接種券をお送りいたしますので、まだ届いていない方は今しばらくお待ち
ください。なお、追加（3回目）接種にあたり、大事なお知らせとお願いがあります。

ワクチンについて
　町が実施した 1回目・2回目の接種（集団・個別とも）は、全てファイザー社のワクチンでしたが、
3回目接種については、武田 /モデルナ社ワクチンの方が多く使用される予定です。
　1回目 2 回目のワクチンとは異なるワクチンを接種することを『交互接種』といいますが、
既にアメリカをはじめとする複数の国で交互接種が行われており、交互接種の方が中和抗体価が
上がるというデータが示されています。

＋＋ ＋＋

襟が伸びるシャツや下着の場合、左図のように、
片袖を全部脱がなくても襟を下にずらして肩を出すこともできます。

寒い時期ですが、片方の肩がすぐに出せる服装でおいでください。接種時の服装について

◆ 3 回目がモデルナの方が 中和抗体価の量が増加中和抗体価の量が増加
　 1 回目　　　　　　2回目　　　　　　3回目
ファイザー　→　ファイザー　→　ファイザー
ファイザー　→　ファイザー　→　モデルナ
（※）中和抗体…体内に入ってきたウイルスや細菌を排除し、感染を防ぐ作用のある抗体のこと。
（※）武田 /モデルナ社ワクチンは、3回目は 50㎍ 接種することになっているが、本研究では 100㎍ 接種した結果

が報告されている。（出典 :Munro APS, et al. The Lancet. December 2021）

上 昇上 昇

ワクチンの交互接種による効果

昭
和
町
消
防
出
初
式

昭
和
町
消
防
出
初
式

　　

１
月
１
月
1010
日
（
日
（
月月
）、「
昭
和
町
消
防
出
初
式
」
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

）、「
昭
和
町
消
防
出
初
式
」
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
消
防
団
の
皆
さ
ま
の

　

消
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
消
防
団
の
皆
さ
ま
の
各
種
功
労
章

各
種
功
労
章

の
表
彰

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て

の
開
催
と
な
り
、
消
防
団
員
に
よ
る
操
法
等
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

の
開
催
と
な
り
、
消
防
団
員
に
よ
る
操
法
等
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
有
事
の
際
の
自
助
共
助
の
要
と
な
る
組
織
と
し
て
防
災
へ
の

た
が
、
有
事
の
際
の
自
助
共
助
の
要
と
な
る
組
織
と
し
て
防
災
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

藍
綬
褒
章

　

本　

部　

副
団
長　

萩
原　

勝
彦

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
【
功
績
章
】

　

本　

部　

副
団
長　

遠
藤　

善
照

　
【
精
績
章
】

　

本　

部　

運
転
手
長　

篠
原　

広
樹

中
北
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

　

第
３
部　

団

員　

降
旗　

宏
至

山
梨
県
警
察
本
部
長
並
び
に

山
梨
県
防
犯
協
会
会
長
表
彰

　

本　

部　

副
団
長　

萩
原　

勝
彦

南
甲
府
警
察
署
長
並
び
に

山
梨
県
防
犯
協
会
南
甲
府
支
部
長
表
彰

　

第
２
部　

部

長　

手
塚　

玄
基

　

第
２
部　

団

員　

滝
口　

功

　

第
６
部　

団

員　

青
柳　

健
一

　

第
10
部　

団

員　

野
澤　

幸
介

　

第
12
部　

団

員　

望
月　

慶
介

各
種
表
彰
者

（
敬
称
略
、
階
級
順
）

昭
和
町
長
表
彰

　

第
10
部　

部

長　

小
山　

良
介

　

第
５
部　

部

長　

上
田　

翔
太

　

第
６
部　

部

長　

立
川
日
出
樹

　

第
７
部　

部

長　

黒
沢　

広
志

　

第
８
部　

部

長　

堀
井　

勲

　

第
９
部　

部

長　

渡
辺　

雅
人

　

第
11
部　

部

長　

杉
本　

修

　

第
12
部　

部

長　

若
林　

俊

20
年
勤
続
表
彰

　

本　

部　

指
導
部
長　

立
川　

直
康

　

第
３
部　

団

員　

岩
池　

誠

15
年
勤
続
表
彰

　

第
３
部　

団

員　

降
旗　

宏
至

10
年
勤
続
表
彰

　

第
５
部　

部

長　

上
田　

翔
太

　

第
２
部　

班

長　

丹
澤　

大
樹

　

第
10
部　

班

長　

中
山　

幸
彦

　

第
１
部　

団

員　

加
賀
美
圭
佑

　

第
７
部　

団

員　

蒔
田　

和
徳

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
【
甲
種
功
労
章
】

　

第
３
部　

団

員　

依
田　

瑞
木

　
【
乙
種
功
労
章
】

　

第
１
部　

団

員　

小
林　

一
也

　

第
２
部　

団

員　

滝
口　

功

　

第
６
部　

団

員　

青
柳　

健
一

　

第
12
部　

団

員　

望
月　

慶
介

山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部
長
表
彰

　

第
12
部　

乙
要
員　

山
田　

克
也

　

第
３
部　

乙
要
員　

今
福　

和
良

　

第
10
部　

団

員　

野
澤　

幸
介

昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

　

第
２
部　

班

長　

丹
澤　

大
樹

　

第
１
部　

班

長　

野
呂
瀬　

直

　

第
３
部　

班

長　

渡
辺　

晃
次

　

第
４
部　

班

長　

荊
澤　

亮

　

第
５
部　

班

長　

田
中　

優
貴

　

第
６
部　

班

長　

佐
野　

敦
史

　

第
７
部　

班

長　

泉　
　

順

　

第
８
部　

班

長　

野
澤　

文
生

　

第
９
部　

班

長　

磯
部　

俊
行

　

第
11
部　

班

長　

舟
久
保　

潤

　

第
12
部　

班

長　

河
住　

健
一

５
年
勤
続
表
彰

　

第
６
部　

部

長　

立
川
日
出
樹

　

第
３
部　

甲
要
員　

井
上　

雄
貴

　

第
４
部　

甲
要
員　

宮
崎　

智
靖

　

第
５
部　

乙
要
員　

堀
内　

郁
弥

　

第
５
部　

乙
要
員　

手
塚　

武
士

　

第
６
部　

乙
要
員　

塩
島　

真
吾

　

第
７
部　

乙
要
員　

椎
名　

寛
武

　

第
８
部　

乙
要
員　

福
嶋　

克
仁

　

第
９
部　

乙
要
員　

小
野　

将
太

　

第
11
部　

乙
要
員　

金
丸　

雄
一

　

第
10
部　

本
部
伝
令　

川
口　

雄
也

半袖のTシャツまたは
襟が伸びる下着など

前開きのカーディガンや
パーカーなど

防寒用のジャケットや
オーバーコートなど
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▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）
　日時：２月16日（水）	

午後1時～３時
　場所：中央公民館2階　第1会議室
（企画財政課 ☎275-8154）

▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く
　日時：祝日を除く火・水・木の

午前9時～午後4時＊ 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：２月９日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（昭和町社会福祉協議会 

☎267-6774）
▶結婚相談
　● お問い合わせください　
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：２月25日（金）	

午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉介護課 ☎275-8784）
※印の相談は事前連絡不要です	
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：２月21日（月）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
付きのことをお寄せください
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

※新型コロナウイルス感染症の影響を
考慮し、中止となる場合があります。

　事前にお問い合わせください。

　
「
金
婚
祝
金
制
度
」は
、金
婚（
結
婚
50
年
）を
迎
え
る

ご
夫
婦
に
対
し
、お
ふ
た
り
の
長
寿
の
お
祝
い
と
、長
年
に

わ
た
り
夫
婦
で
協
力
し
合
い
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
労

を
ね
ぎ
ら
う
こ
と
を
目
的
に
祝
金
を
贈
る
制
度
で
す
。

　

制
度
の
利
用
は
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。お
ふ
た
り
の
金
婚
の
お
祝
い
に
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

昭
和
47
年
４
月
１
日
～
昭
和
48
年
３
月
31
日
の
間
に

「
結
婚
」
さ
れ
た
ご
夫
婦
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

・「
金
婚
記
念
日
」
以
前
か
ら
引
き
続
き
10
年
以
上
の

住
民
登
録
が
あ
る
こ
と

・
戸
籍
記
載
事
項
に
基
づ
き
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た

ご
夫
婦
で
あ
る
こ
と

※「
挙
式
日
」
で
は
な
く
戸
籍
上
の
「
婚
姻
日
」
が
基
準
と

な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

贈
呈
内
容　
祝
金
（
３
万
円
）

申
請
方
法　
戸
籍
謄
本
、
印
鑑
、
通
帳
を
お
持
ち
の
う
え

　
　
　
　
　
福
祉
介
護
課
窓
口
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
金
婚
記
念
日
１
カ
月
前
ま
で

支
給
予
定

［
前
期
］
11
月
（
４
月
～
９
月
に
金
婚
を
迎
え
る
ご
夫
婦
）

［
後
期
］
３
月
（
10
月
～
３
月
に
金
婚
を
迎
え
る
ご
夫
婦
）

問
い
合
わ
せ

福
祉
介
護
課　
長
寿
社
会
係（
☎
２
７
５-

８
７
８
４
）

結
婚
50
年
を
お
祝
い
！

金
婚
祝
金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
な
か
、そ
の
影
響

に
よ
り
苦
し
ん
で
い
る
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、高
校
生（
18
歳
）ま

で
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
対
し
、臨
時
特
別
給
付
金
が
国
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
児
童

①
令
和
３
年
９
月
分（
令
和
３
年
10
月
振
込
分
）の
児
童
手
当
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
児
童

②
令
和
３
年
９
月
30
日（
基
準
日
）時
点
で
高
校
生
等（
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）の
児
童

③
令
和
３
年
９
月
１
日
か
ら
令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童

対
象
者

　

右
記
支
給
対
象
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
あ
っ
て
、児
童
手
当
の
所
得
制
限

限
度
内
相
当
の
受
給
者
で
あ
る
方
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
方

給
付
額　
　

児
童
１
人
当
た
り
10
万
円

支
給
方
法

①
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
…
令
和
３
年
12
月
24
日
に
児
童
手
当
指
定
口
座
に

振
り
込
み
ま
し
た
。（
現
況
届
未
提
出
の
方
は
提
出
後
に
審
査
と
な
り
ま
す
。）

※
公
務
員
の
方
は
②
と
同
じ
く
申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
…
申
請
書
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、子
育
て
支
援

課
ま
で
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
…
出
生
届
、児
童
手
当
の
届
け
出
に
合
わ
せ
て
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
②
③
の
申
請
済
み
の
方
は
、１
月
20
日
と
31
日
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま

し
た
。次
は
２
月
20
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
請
期
限　
　

令
和
４
年
３
月
15
日
ま
で（
新
生
児
の
場
合
は
、４
月
15
日
ま
で
）

問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係（
☎
２
６
７-

５
２
５
５
）

令
和
3
年
度
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金（
一
括
給
付
）に
つ
い
て

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

お
手
紙
募
集

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
な
か
、低
所
得
の
子

育
て
世
帯
に
対
し
、そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行
う
た
め
、子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）が
国
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
既
に
受
給
済
み
の
方
は
、申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※
７
頁
の『
特
別
給
付
金（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
）』と
の
併
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
者　
　

左
記
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
ひ
と
り
親
世
帯
の
う
ち
、令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
方

②
ひ
と
り
親
世
帯
の
う
ち
、公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、令
和

３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ
る
方

③
ひ
と
り
親
世
帯
の
う
ち
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計

が
急
変
す
る
な
ど
、収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
と
同
じ
水
準
と

な
っ
て
い
る
方

給
付
額　
　

児
童
１
人
当
た
り
一
律
5
万
円

支
給
手
続
き

①
の
方
…
支
給
済
み
で
す
。

②
ま
た
は
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
…
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
書
と
必
要
書
類
を
昭
和
町
役
場
子
育
て
支
援
課
に
直
接
、ま
た
は
郵
送
に
て

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
様
式
な
ど
は
、子
育
て
支
援
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。（
町
の

H
P
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

※
申
請
期
間
は
令
和
４
年
２
月
28
日（
月
）（
※
役
場
必
着
）ま
で
で
す
。

支
給
方
法

①
に
該
当
す
る
方
…
令
和
３
年
５
月
11
日
、児
童
扶
養
手
当
の
指
定
口
座
に
振
込
み
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
の
方
は
、申
請
後
、審
査
の
の
ち
順
次
指
定
し
た
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係（
☎
２
６
７-

５
２
５
５
）

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）に
つ
い
て
再 

掲

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
）に
つ
い
て
再 

掲

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
な

か
、低
所
得
者
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生

活
の
支
援
を
行
う
た
め
、子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
が
国

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。※
既
に
受
給
済
み
の
方
は
、申
請
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
者

①
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
手
当
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
で
あ
っ
て
、令
和
3
年
度
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
方

②
対
象
者
①
の
ほ
か
、対
象
児
童
の
養
育
者
で
あ
っ
て
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

・
令
和
３
年
度
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
方

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が

急
変
し
、令
和
３
年
度
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
方

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方（
家
計
急
変
）

対
象
児
童

　

平
成
15
年
４
月
２
日（
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
で
あ

る
障
が
い
児
の
場
合
、平
成
13
年
４
月
２
日
）か
ら
令
和
４
年
２
月

28
日
に
出
生
し
た
方

給
付
額　
　

児
童
１
人
当
た
り
一
律
５
万
円

支
給
手
続
き

①
の
方
…
令
和
３
年
７
月
20
日
に
児
童
手
当
等
の
指
定
口
座
に

振
り
込
み
ま
し
た
。

②
の
方
…
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。家
計
急
変
の
方
は

収
入
が
分
か
る
も
の（
給
与
明
細
等
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
書
と
必
要
書
類
を
昭
和
町
役
場
子
育
て
支
援
課
に
直
接
、

ま
た
は
郵
送
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

★
申
請
期
間
は
、令
和
４
年
２
月
28
日（
月
）（
※
役
場
必
着
）で
す
。

そ
の
他

・
本
給
付
金
は
、ひ
と
り
親
世
帯
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、６
頁

の『
特
別
給
付
金（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）』の
支
給
を
受
け
て
い
る

方
は
併
給
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
令
和
３
年
度
の
住
民
税
の
申
告
を
行
っ
て
い
な
い
方
は
、

未
申
告
と
な
り
支
給
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、申
告
を
行
っ
て
か
ら

手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係（
☎
２
６
７-

５
２
５
５
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
で
ル
ー
ト
を
決
定
し
旅
す
る

番
組
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」
の
た
め
、
昭
和
町
内
の
忘
れ
ら
れ

な
い
場
所
や
風
景
に
ま
つ
わ
る
お
手
紙
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
内
容

　
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、性
別
、年
齢
、

思
い
出
の
場
所
・
風
景
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド

応
募
方
法

・
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://nhk.jp/kokorotabi

・
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
３
‐
３
４
６
５
‐
１
３
２
７

・
郵
送　
　
〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

締
め
切
り　
３
月
22
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
０
６
６
）

写真提供ＮＨＫ

7   広報昭和 No.532 広報昭和 令和４年 2 月号   6



成人おめでとう
　１月９日（日）、「令和４年 第75回 昭和町成人式」
が地域交流センターにおいて挙行され、239 名が
成人を迎えました。
　いまだ続く新型コロナウイルスの影響により、
手指の消毒や体温チェックなどの感染防止策は 
もちろんのこと、事前に抗原検査を実施するなど、
これまで以上に細心の注意をはらい行われました。
　式典には 159 名が参加し、あでやかな振

ふりそで
袖や 

真新しいスーツに身を包んだ新成人が気持ちを 
新たに大人の仲間入りをしました。輝かしい未来
に歩み出す新成人の皆さまのご活躍をお祈りし 
ます。成人おめでとうございます。

（※撮影時に限り、マスクを外しています）

誓いの言葉を述べる
一瀬 壮

そう
 さん

抗原検査を受ける新成人

代表して記念品を受け取る
山田 雅

まさ や
也 さんと清水 花

かり ん
梨 さん

小正月祭り
　１月、町内各地では小正月祭りが行
われ、ささやかな賑わいを見せていま
した。どの地区でも行われているどん
どん焼き（どんど焼き）は、火の浄化の
力によって人々の1年間の災いを払い、
豊作や家内安全、無病息災などを願う
火祭り行事です。
　静かな年始めもこれで２回目となり
ました。火を囲む人々の願いが叶う年
になるといいですね。

ソフトバレーボール大会開催
　11月27日（土）、町制施行50周年
記念関連事業として昭和少女バレー
ボールスポーツ少年団がソフトバレ
ーボール大会を開催しました。
　応募のあった町内の小学生が参加
し、普段一緒にプレーをしない子ど
もたちがチームを組み、とても楽し
そうに試合をしていました。

　12月21日（火）、藤本 洋 様（押越区）より、 
町のために役立ててほしいと金20万円の寄附
をいただきました。
　温かい善意をありがとうございました。

善意ありがとうございます
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国
の
方
針
に
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
推
進
」
が
あ
り
ま
す
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
を
育

て
る
教
育
の
こ
と
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
児
童
生
徒
に
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
的
思
考
」
つ
ま
り
「
論
理
的
思
考

力
」
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。

　

学
校
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
支

え
て
く
だ
さ
る
強

力
な
助
っ
人
と
し

て
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
の
佐
野
先
生

と
小
林
先
生
に
来

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

六
年
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
を

見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

六
年
生
は
、
ア
プ
リ
を
使
っ
て
、

ゲ
ー
ム
形
式
で
課
題
を
ク
リ
ア
し
な

が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
体

験
し
ま
し
た
。
自
分
が
作
成
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
、
あ
れ
こ
れ
と

頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
思
考
力
を
働
か

せ
て
い
ま
し
た
。

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし

NO.273　 令和 4 年 2 月号

押
原
中
学
校

押
原
小
学
校

　

本
校
は
、
登
下
校
時
の
見
守
り
活

動
や
授
業
支
援
な
ど
、
地
域
の
多
く

の
皆
さ
ま
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
方
々
に
、
全
学
年
で
分
担

し
て
感
謝
の
お
手
紙
を
お
送
り
し
ま

し
た
。
後
日
、
何
通
も
の
お
返
事
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
お

昼
の
校
内
放
送
で
も
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
が
全
校

の
子
ど
も
た
ち
に
届
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
ご
来
校
い
た
だ
く
機
会
も
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
恒
例
だ
っ
た
「
Ｃ
Ｓ

感
謝
の
つ
ど
い
」
も
昨
年
度
に
続
き

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
お
手
紙
を
通
じ
て

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
皆
さ
ま
と
心

の
交
流
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
開
か
れ
た
学

校
、
地
域
と

と
も
に
あ
る

学
校
を
め
ざ

し
、
取
り
組

ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

実
施
で
き
な
か
っ
た
押
原
中
学
校
の

合
唱
祭
が
２
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し

た
。
練
習
で
は
3
密
に
注
意
し
、
日

本
合
唱
連
盟
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
、
距
離
を
と
る
な
ど
の
工
夫

を
し
ま
し
た
。
２
週
間
ほ
ど
の
短
期

間
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、
一
年
生

か
ら
三
年
生
ま
で
、
ク
ラ
ス
ご
と

様
々
な
思
い
が
こ
も
っ
た
合
唱
曲
を

選
曲
し
、練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
全
ク
ラ
ス
の
ご
指
導
を

い
た
だ
い
た
講
師
の
落
合 
節
子
先

生
を
お
招
き
し
、
各
ク
ラ
ス
の
合
唱

の
講
評
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の

学
年
の
ク
ラ
ス
も
そ
れ
ぞ
れ
に
良
さ

が
あ
り
、
と
て
も
２
週
間
ほ
ど
で
仕

上
げ
た
発
表
と
は
思
え
な
い
素
晴
ら

し
い
歌
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。
な

か
で
も
、
三
年
生

の
合
唱
は
圧
巻
で

し
た
。
声
質
、
声

量
、
表
現
力
ど
れ

を
と
っ
て
も
大
変

素
晴
ら
し
く
、
感

動
で
き
る
合
唱
で

し
た
。

　

12
月
８
日
（
水
）
に
、
さ
く
ら
会

の
方
と
二
年
生
の
美
化
環
境
委
員
会

の
生
徒
で
毎
年
行
っ
て
い
る
「
桜
の

木
の
肥
料
入
れ
」
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
さ
く
ら
会
は
、
発
足
か
ら
45

年
に
な
る
「
押
原
中
学
校
の
教
育
を

支
え
続
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域

の
方
々
に
よ
る
会
」で
す
。
ま
さ
に
、

本
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
中
核
を
成
し
て
い
る
大
切
な
組
織

で
す
。
生
徒
と
さ
く
ら
会
の
方
々
と

が
協
力
し
て
校
庭
の
桜
に
肥
料
を
入

れ
ま
し
た
。

　

本
校
の
さ
く
ら
の
木
が
地
域
の

方
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
４
月
に
は

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ

と
に
、
地
域
で
支
え
ら
れ
て
い
る
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

児
童
会
本
部
役
員
の
リ
ー
ド
に
よ

り
、
本
年
度
の
児
童
会
活
動
も
ア
イ

デ
ア
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
笑
顔
あ
ふ

れ
る
挨
拶
を
め
ざ
す
「
押
小
ス
マ

イ
ル
タ
ッ
チ
」、
た
て
割
り
班
で
清

掃
に
取
り
組
む
「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｎ

清
掃
」、
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
体

を
つ
く
る
「
ネ
バ
ー

ギ
ブ
ア
ッ
プ
運
動
週

間
」
な
ど
、
独
特
な

ネ
ー
ミ
ン
グ
セ
ン
ス

も
光
る
様
々
な
取
組

を
展
開
し
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
生
活
は
自
分
た
ち
の

力
で
豊
か
に
で
き
る
し
、
そ
う
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
こ
と

を
子
ど
も
た
ち
は
児
童
会
活
動
で
学

ん
で
い
き
ま
す
。
次
年
度
の
児
童
会

役
員
も
決
定
し
て
お
り
、
と
も
に
明

る
い
学
校
生
活
を
め
ざ
す
姿
勢
は
、

こ
れ
か
ら
の
児
童
会

に
も
引
き
継
が
れ
る

は
ず
で
す
。
地
域
・

ご
家
庭
の
皆
さ
ま
も

子
ど
も
た
ち
へ
の
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
方
々
か
ら
の
お
手
紙

●●●

●●●

 

押
原
中
学
校

 「
合
唱
祭
」開
催
！

●●●

●●●

 

さ
く
ら
会
に
よ
る

 

桜
の
木
の
肥
料
入
れ

 〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
〉

 

ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の

 

児
童
会
活
動
で

 

学
校
生
活
を
明
る
く

●●●

●●●

●●●

●●●

●

●

●

●

ス
の
紹
介
等
々
が
こ
の
取
組
を
支
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
児
童
会
重
点
目
標
「
き

ま
り
を
守
り
、
安
全
で
安
心
し
て
過

ご
せ
る
学
校
に
し
よ
う
」
の
う
ち
の

具
体
的
な
取
組
の
一
つ
で
す
が
、
学

校
を
自
分
た
ち
で
よ
り
良
く
し
て
い

こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
良
く
表
れ
た

活
動
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
年
で
最
も
寒
い
時
期
を
迎
え
ま

し
た
が
、西
条
小
の
子
ど
も
た
ち
は
、

休
み
時
間
に
な
る
と
縄
を
片
手
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
飛
び
出
し
て
い
き
ま

す
。
短
縄
跳
び
で
は
、
各
自
の
目
標

を
決
め
、
か
け
足
跳
び
、
あ
や
跳
び
、

二
重
跳
び
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
技
を
習

得
し
よ
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

長
縄
跳
び
で
は
、
み
ん
な
で
跳
べ
る

回
数
を
増
や
そ
う
と
声
を
か
け
合
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
寒
さ
に
負
け

ず
、
進
学
・
進
級

に
向
け
て
、
学
年

の
ま
と
め
に
精
一

杯
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

西
条
小
学
校

常
永
小
学
校

　

児
童
会
主
催
の
「
常
永
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
２
０
２
１
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
や
家
庭
で
、
異
年
齢
で

集
ま
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
少
な
く
な
っ

た
今
、
学
校
教
育
の
場
で
、
異
年
齢

集
団
の
活
動
を
仕
組
む
と
い
う
こ
と

は
、
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
上

級
生
は
下
級
生
を
慈
し
み
、
面
倒
を

見
る
。
ま
た
下
級
生
は
わ
が
ま
ま
を

言
わ
ず
、
上
級
生
の
お
兄
さ
ん
や
お

姉
さ
ん
の
指
示
に
従
う
。
こ
う
い
う

経
験
が
と
て
も
大
切
で
す
。
一
つ

ゲ
ー
ム
を
終
え
る
毎
に
手
消
毒
を
行

う
、
３
密
を
回
避
す
る
た
め
、
校
内

放
送
を
駆
使
し
て
規
則
的
に
移
動
す

る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
慎
重
を
期

す
る
中
で
実
施
し
ま
し
た
。

◎
11
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
12
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
11
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

策
・
対
応
に
つい
て

•
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

•
常
永
小
・
押
原
中
学
校
増
築
工
事

等
、学
校
施
設
に
つい
て

•
清
水
新
居
区
甲
府
市
委
託
児
童
生

徒
に
つい
て

•
新
入
学
児
童
生
徒
数（
11
月
現
在
）

に
つい
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•
生
涯
学
習
課
関
係
施
設
の
状
況

に
つ
い
て 

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
12
月
議
会
、補
正
予
算
お
よ
び
新

年
度
学
校
予
算
査
定
に
つ
い
て

•
県
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会

秋
季
研
修
会
に
つ
い
て 

他

協
議
事
項

•
就
学
援
助
費
支
給（
追
加
）認
定

に
つ
い
て

•
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評

価
報
告
書
に
つ
い
て 

他

教
育
委
員
会

縄
跳
び
で
体
力
つ
く
り

●●●

●●●

G
I
G
A 

sc
hoo
l

　
　
　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー

●●●

●●●

ゲ
ー
ム
集
会
大
成
功
！

●●●

●●●

　
「
そ
う
じ
を
し
っ
か
り
や
る
」
当

た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
毎

日
の
こ
と
で
す
か
ら
徹
底
す
る
の
は

簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も

本
校
の
子
ど
も
た

ち
は
、
毎
日
一
生

懸
命
掃
除
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
に
は
、「
西
条
清
掃
」
と
い

う
児
童
会
の
伝
統
的
な
取
組
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、「
さ
・
い
・
じ
・

よ
う
」
の
文
字
を
頭
に
つ
け
て
「
さ
」

さ
い
ご
ま
で
「
い
」
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
「
じ
」
じ
っ
く
り
と
「
よ

う
」
よ
う
の
な
い
こ
と
を
し
ゃ
べ
ら

な
い
、
と
い
う
「
め
あ
て
」
を
表
し

た
も
の
で
す
。こ
れ
を
合
い
言
葉
に
、

掃
除
の
時
間
に
な
る
と
み
ん
な
で
協

力
し
て
、
自
分
た
ち
の
分
担
場
所
を

き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。

　

合
い
言
葉
だ
け
で
な
く
、
各
ク
ラ

ス
で
の
呼
び
か
け
や
取
組
、
放
送
委

員
会
に
よ
る
呼
び
か
け
、
生
活
委
員

会
に
よ
る
掃
除
用
具
の
点
検
、
児
童

会
本
部
に
よ
る
頑
張
っ
て
い
る
ク
ラ

 

当
た
り
前
の
こ
と
を

 

当
た
り
前
に

 

～
西
条
清
掃
の
取
り
組
み
～

●●●

●●●●

●

缶積みゲームの様子
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No.141

◦2月の休館日
7日（月）、11日（金・祝日）、
14日（月）、21日（月）、
23日（水・祝日）、
25日（金・月末整理日）、
28日（月）

  　 　

『 ふまんばかりの
　　　　メシュカおばさん 』 『 チバニアン誕生 』

キャロル・チャップマン／さく
アーノルド・ローベル／え

　 こみや ゆう／やく
好学社

岡田 誠／著
ポプラ社

山崎 聡一郎／著
朝日新聞出版

　いつも不満ばかりを言っている
メシュカおばさん。ある朝、舌の先
がチクッとしたかと思うと、口に出
した不満がすべて現実のものに！
　不満を言いたくなったら、少しで
も良いところを探して口に出すよ
うにすると、感謝して幸せに暮らす
ことができるというポジティブシ
ンキングな楽しい絵本です。

　千葉県市原市にある、何の変哲
もない地味な崖には、約 77 万年前
の地磁気逆転の痕跡が残されてい
ます。地磁気逆転とは、地球のＮ
極とＳ極がひっくり返ることであ
り、驚くべきことに、地球の長い
歴史の中で、これまで何百回も起
こっているのだそうです！

　『こども六法』の著者が、つらく
苦しい思いをしている 10 代の若者
にむけて、さまざまな困難を胸に抱
えながら、将来に向かって歩みを進
める方法を伝えています。
　すべての悩める 10 代に読んでほ
しい一冊です。

今月のおすすめ本

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！
※8月の粗大ごみの日は26日（月）です。当日の朝、総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！
※2月は粗大ごみ粗大ごみの日は、28日（月）になります。当日の朝に、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

『 10 代の君に伝えたい
　 学校で悩むぼくが見つけた

未来を切りひらく思考 』

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.165

 

検
査
項
目

○
13
項
目

一
般
細
菌
、
有
機
物
等
、
大
腸
菌
群
、
Ｐ
Ｈ
値
、
硝
酸
性

及
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
味
、
鉄
及
び
そ
の
他
の
化
合
物
、

臭
気
、
塩
素
イ
オ
ン
、
色
度
、
カ
ル
シ
ウ
ム
・
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
等
（
硬
度
）、
濁
度
、
亜
硝
酸
態
窒
素

○
有
機
化
合
物

　
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

　
ご
家
庭
や
会
社
か
ら
出
る
ゴ
ミ
（
廃
棄
物
）
が

年
々
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
い
処
理
費
用
も
増
え
て

困
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
方
法
の

一
つ
に
「
ご
家
庭
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
も
で
き
る
食
料

廃
棄
物
（
生
ご
み
）
の
減
量
化
」
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
８
月
か
ら
環
境
衛
生
係
で
実
践
し
て

い
る
の
は
、「
ご
家
庭
の
ベ
ラ
ン
ダ
」
で
で
き
る

よ
う
に
、
不
用
に
な
っ
た
段
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た
食
料
廃
棄
物
の
減

量
で
す
。
ご
家
庭
か
ら
廃
棄
さ
れ
る
食
品
を
投
入
す
る
の
で
す
が
、

最
初
は
少
量
か
ら
始
め
て
徐
々
に
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
参
考
で
す

が
、
水
分
が
多
い
と
土
が
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
な
っ
て
微
生
物
の
活
動

が
鈍
り
ま
す
。

ま
た
、
食
料
廃

棄
物
は
細
か
け

れ
ば
細
か
い
ほ

ど
早
く
分
解
さ

れ
ま
す
。

　

分
解
の
様
子

は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ

グ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

地
下
水
水
質
検
査
の
結
果

 

～
24
箇
所
の
井
戸
を
検
査
し
、5
箇
所
が
不
適
合
～

ご
家
庭
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
も
で
き
る

ご
家
庭
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
も
で
き
る

食
料
廃
棄
物（
生
ご
み
）の
減
量
化

食
料
廃
棄
物（
生
ご
み
）の
減
量
化

　
令
和
３
年
度
は
、
町
内
24
箇
所
で
井
戸
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
地
下
水
の

水
質
を
検
査
し
ま
し
た
。
結
果
、
町
内
の
５
箇
所
か
ら
水
質
基
準
に
不
適
合
と

の
判
定
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
の
調
査
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
有
機
化
合
物
の
検
出
さ
れ
た
井
戸
は
、
当
事
者
や
周
辺
地
域
の
方
へ
の
聞
き

取
り
調
査
や
汚
染
源
特
定
の
た
め
の
追
跡
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。
対
象
と
な

る
世
帯
の
皆
さ
ま
に
は
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（令和3年10月4日実施）　[単位 : 件]

検　査
箇所数

水質基準不適合
13項目 有機化合物

西 条 一 区 1 - -
西 条 二 区 3 3 -
清 水 新 居 1 - -
西 条 新 田 4 - 1
押 越 2 - -
河 東 中 島 2 - -
紙 漉 阿 原 2 - -
築 地 新 居 4 1 -
飯 喰 2 - -
河 西 2 - -
上 河 東 1 - -
上河東二区 - - -
合　計 24 5

▲ 段ボール箱コンポスト（試作品）の作成風景

イベントのお知らせ

　２月に開催を予定しておりました各イベントにつきまして、新型コロナウイルス感染症 
の影響を考慮し中止させていただきます。今後のイベントの開催につきましては、次号の 
図書館だよりをご確認ください。
　中止となるイベントは下記のとおりです。
　・「おはなし会」
　・「0,1,2 歳児のおはなし会」  
　・「ギターの調べ」
　・「春のおはなし会」
　・「文化講演会」
図書館の各イベントを心待ちにされていた皆さま、大変申し訳ございません。  
ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

【各種イベント中止のお知らせ】
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その206国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

　

昭
和
町
広
報
の
国
民
年
金

シ
リ
ー
ズ
の
今
回
は
、口
座
振

替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
納
付（
口
座
か
ら
の

引
き
落
と
し
）・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付（
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
納
付
）を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
・
・
・

１
．金
融
機
関
等
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
ま
す
。

２
．保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
防
げ
ま
す
。

３
．口
座
振
替
の
前
納
割
引
は
さ
ら
に
お
得
で
す
。（
ク

　
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
も
納
付
書
に
よ
る
前
納

　
と
同
額
の
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。）

　
国
民
年
金
保
険
料
は
６
カ
月
、１
年
、２
年
分
を
ま
と

め
て
前
納（
前
払
い
）す
る
と
お
得
で
す
！

　
そ
の
金
額
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

お
手
続
き
方
法

　
「
口
座
振
替
納
付
申
出
書
」ま
た
は

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
申
出
書
」を

記
入
の
う
え
ご
提
出
く
だ
さ
い
。申
出

書
は
役
場
町
民
窓
口
課
、竜
王
年
金
事

務
所
、日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
。申
出
書
の
送
付
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
年
金
事
務
所
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
期
限

　
「
２
年
前
納
」「
１
年
前
納
」「
６
カ

月
前
納（
４
月
～
９
月
）の
申
込
期
限
は

２
月
末
日
で
す
。お
早
め
に
お
申
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
竜
王
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課

　
　
（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
4 

直
通
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、口
座
振
替・ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が
便
利
で
お
得
で
す
！

山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
受
賞

 

食
料
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
厳
し
い
生

活
を
さ
れ
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
の
方
へ
、今
年
1
月
実
施
の
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
で
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
食
料
を
利
用
し
、
食
料
支

援
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
申
し
込
み
対
象
者
の
方
は
、
左
記
の
内

容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
受
付
期
間
中
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

町
内
在
住
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
ひ
と
り
親
世
帯
の
方

　

※
生
活
保
護
世
帯
は
除
き
ま
す
。

【
食
料
支
援
の
受
け
渡
し
日
、
受
取
場
所
】

　

2
月
21
日
（
月
）、
22
日
（
火
）、
24
日
（
木
）
の
平
日
3
日
間

は
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
で
午
後
3
時
か
ら
午
後
7
時
ま

で
の
時
間
に
お
渡
し
と
な
り
ま
す
。

　

平
日
の
受
け
取
り
が
難
し
い
方
は
2
月
23
日
（
水
）
祝
日
に
昭

和
町
総
合
体
育
館
で
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
の
予
定
で
お
渡

し
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
受
付
期
間
】

　

2
月
7
日 （
月
）
か
ら
2
月
9
日
（
水
）
ま
で

　

※
受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
7
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

受
付
時
に
お
名
前
、住
所
、連
絡
先
、受
け
取
り
時
の
交
通
手
段
、

受
け
渡
し
日
、
時
間
の
希
望
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
希
望
日
、
時
間
帯
に
申
し
込
み
が
多
い
場
合
は
、
別

の
日
程
で
予
約
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
予

め
ご
希
望
日
、 

時
間
を
複
数
ご
検
討
い
た
だ
い
た
う
え
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
食
料
支
援
受
け
取
り
時
に
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の
】

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
証
及
び
身
分
証
明
（
運
転
免
許
証
等
）

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ご
持
参
さ
れ
な
い
場
合
は
、
食
料

支
援
の
品
物
を
お
渡
し
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
受
付
】
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
２
６
７
‐
６
７
７
４
）

　
　
令
和
３
年
11
月
28
日
（
日
）
ア
ピ
オ
甲
府
タ
ワ
ー
館
6
階
に
お
い
て
、

昭
和
町
結
婚
相
談
所
主
催
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
県
内
在
住
の
30
代
〜
40
代
の
独
身
男
女
を
対
象
に
募
集
を
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。
今
回
の
「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」
は

男
女
各
13
名
合
計
26
名
が
参
加
し
、
1
対
1
の
対
面
ト
ー
ク
を
全
員
の
方
と
お
こ
な
い
、

１
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
　
今
年
度
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
今
回
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
が
、
来
年
度
も
た
く
さ
ん

の
方
に
素
敵
な
出
会
い
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
当
相
談
所
で
は
、
こ
う
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
以
外
に
も
毎
月
結
婚
相
談
業
務
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
相
談
業
務
は
登
録
制
で
す
が
、
料
金
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
相
談
所
の
利
用
は
完

全
予
約
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
社
協
H
P
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
【
問
い
合
わ
せ
】
昭
和
町
結
婚
相
談
所
（
☎
2
7
5
‐
1
8
8
1
）

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

令和３年度の場合の国民年金保険料納付額割引額　

2年前納
（4月〜翌々年3月）
※予定

1年前納
（4月～翌年3月）

6カ月前納
（4月～9月）

割引なしの額 398,400円 199,320円 99,660円

口座振替
納付額 382,550円 195,140円 98,530円

割引額 15,850円 4,180円 1,130円

クレジット
カード

納付額 383,810円 195,780円 98,850円

割引額 14,590円 3,540円 810円

※令和３年度の１カ月の保険料は16,610円ですが、令和４年度の１カ月保険料額は、
　令和４年２月下旬に正式に告示される予定ですので２年前納の額は予定の額となります。

築地新居いきいきふれあいサロン
　代表　水野 清五郎 様（中央）

2月の予定

◎健康体操教室（運動指導事業）　2月3日（木）・17日（木）
※事前申し込み制となります。

　
過
日
、
中
央
共
同
募
金
会
よ
り
町

民
生
委
員
の
林
八
重
子
様
が
共
同
募

金
運
動
へ
の
長
年
の
奉
仕
活
動
の
功

労
に
対
し
、
中
央
共
同
募
金
会
会
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
共
同
募
金
会

会
長
表
彰
受
賞

昭和町民生委員　林 八重子 様

　
11
月
24
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た

山
梨
県
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て「
築

地
新
居
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
の
団
体

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　	【昭和町社会福祉協議会ホームページ】	 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1	 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

－社協だより－
　　　まごころ   第 294 号
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陳ち
ん
き
ゅ
う
せ
い

旧
性
顔
面
神
経
麻
痺
に
つ
い
て

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

形
成
外
科 

教
授　
百
澤 

明　

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

　

陳
旧
性
顔
面
神
経
麻
痺
と

は
顔
面
神
経
麻
痺
の
後
遺
症

が
残
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

顔
面
神
経
麻
痺
の
発
症
か
ら

長
い
期
間
が
経
っ
て
、
も
う

こ
れ
以
上
改
善
が
見
込
め
な
い
状
態
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
顔
面
神
経
麻
痺
と
い
う
病
気
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
顔
に
は
、
目
を
閉
じ
た

り
、
眉
毛
を
上
げ
た
り
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
、

表
情
を
作
る
た
め
の
筋
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も

小
さ
な
筋
な
の
で
す
が
、
前
頭
筋
、
眼
輪
筋
、

口
輪
筋
な
ど
、
名
前
の
つ
い
て
い
る
も
の
だ
け

で
左
右
約
20
対
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ま
と
め

て
表
情
筋
と
呼
ば
れ
、
顔
面
神
経
に
よ
っ
て
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
感
染

や
脳
腫
瘍
、
ケ
ガ
な
ど
で
こ
の
顔
面
神
経
が
傷

害
さ
れ
る
と
、
表
情
筋
が
動
か
せ
な
く
な
り
麻

痺
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
が
顔
面
神
経
麻
痺
で
す
。

発
症
直
後
の
状
態
は
急
性
顔
面
神
経
麻
痺
と
呼

ば
れ
、
原
因
に
よ
っ
て
神
経
内
科
や
耳
鼻
科
で

治
療
が
施
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
ウ
イ
ル
ス
感
染

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
ベ
ル
麻
痺
や
ハ
ン

ト
症
候
群
な
ど
で
は
、
早
期
に
適
切
な
治
療
を

受
け
る
こ
と
で
、
大
き
な
回
復
が
望
め
ま
す
。

　

し
か
し
、
完
全
に
も
と
に
戻
る
こ
と
は
少
な

く
、
何
ら
か
の
症
状
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
一
般
に
、
１
年
以
上
経
過
し
て
も
治

ら
ず
残
っ
て
い
る
症
状
を
、
陳
旧
性
顔
面
神
経

麻
痺
の
症
状
と
判
断
し
ま
す
。

　

眉
毛
が
下
が
っ
て
い
る
（
上
げ
ら
れ
な
い
）、

目
が
閉
じ
ら
れ
な
い
（
閉
じ
に
く
い
）、
上
の
方

が
見
づ
ら
い
、
口
角
（
く
ち
も
と
）
が
下
が
っ

て
い
る
、
笑
う
と
左
右
の
顔
の
違
い
が
目
立
つ
、

目
を
閉
じ
る
と
口
元
が
動
く
、
逆
に
食
事
中
な

ど
に
目
が
閉
じ
て
し
ま
う
、
な
ど
な
ど
。
症
状

は
目
立
つ
も
の
か
ら
軽
微
な
も
の
ま
で
様
々
で

す
。
こ
れ
ら
の
症
状
に
手
術
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

つ
か
っ
て
対
処
す
る
の
が
、
形
成
外
科
の
治
療

で
す
。

　

目
を
閉
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
、
も
の
を
見

や
す
く
す
る
、
下
ま
ぶ
た
の
外
反
を
治
す
な
ど

の
機
能
的
改
善
を
目
的
と
し
た
治
療
か
ら
、
曲

が
っ
て
し
ま
っ
た
顔
面
の
左
右
バ
ラ
ン
ス
を
良

く
し
た
り
、
か
え
っ
て
目
立
っ
て
し
ま
っ
た
し

わ
を
目
立
た
な
く
し
た
り
す
る
な
ど
の
整
容
的

改
善
を
目
的
と
し
た
治
療
ま
で
、
色
々
な
手
術

方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

顔
面
神
経
麻
痺
の
治
療
は
、
急
性
期
の
治
療

に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
急
性

期
治
療
の
後
に
、
ま
だ
形
成
外
科
で
の
治
療
の

余
地
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
治
っ
た
と
判

断
さ
れ
た
り
、
も
う
治
療
方
法
は
な
い
と
言
わ

れ
て
し
ま
っ
た
り
、
陳
旧
性
顔
面
神
経
麻
痺
の

症
状
が
治
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
陳
旧
性
顔
面
神
経
麻
痺
と
疾

患
を
知
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
気
軽
に
形

成
外
科
を
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
に
な
っ
て

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会　
萩
原 

真
琴
（
河
西
区
）　

No.208

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

私
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
男
女
共
同
参
画
推
進

　

私
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

委
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、

男
女
共
同
参
画
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、

子
ど
も
の
一
言
で
し
た
。「
マ
マ
、
な
ん
で
女
の
子

子
ど
も
の
一
言
で
し
た
。「
マ
マ
、
な
ん
で
女
の
子

の
ト
イ
レ
は
赤
で
、
男
の
子
は
青
な
の
？
み
ん
な

の
ト
イ
レ
は
赤
で
、
男
の
子
は
青
な
の
？
み
ん
な

一
緒
で
い
い
じ
ゃ
ん
、
な
ん
で
？
」
と
尋
ね
ら
れ

一
緒
で
い
い
じ
ゃ
ん
、
な
ん
で
？
」
と
尋
ね
ら
れ

た
も
の
の
、即
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
も
の
の
、即
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

子
育
て
を
し
て
い
る
と
「
男
の
子
な
ん
だ
か
ら

　

子
育
て
を
し
て
い
る
と
「
男
の
子
な
ん
だ
か
ら

泣
か
な
い
の
。」
と
か
、「
女
の
子
な
ん
だ
か
ら
ち
ゃ

泣
か
な
い
の
。」
と
か
、「
女
の
子
な
ん
だ
か
ら
ち
ゃ

ん
と
片
付
け
し
な
さ
い
。」
と
子
ど
も
に
言
っ
て
し

ん
と
片
付
け
し
な
さ
い
。」
と
子
ど
も
に
言
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
よ

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
よ

く
考
え
て
み
る
と
、
男
の
子
だ
か
ら
泣
く
こ
と
を

く
考
え
て
み
る
と
、
男
の
子
だ
か
ら
泣
く
こ
と
を

我
慢
す
る
必
要
は
な
い
し
、
女
の
子
だ
け
が
ち
ゃ

我
慢
す
る
必
要
は
な
い
し
、
女
の
子
だ
け
が
ち
ゃ

ん
と
片
付
け
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
親
と
し

ん
と
片
付
け
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
親
と
し

て
は
、
や
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な

て
は
、
や
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
の
で
す
が
…
。

い
の
で
す
が
…
。

　

私
の
幼
少
期
に
は
『
共
働
き
』
と
い
う
言
葉
を

　

私
の
幼
少
期
に
は
『
共
働
き
』
と
い
う
言
葉
を

ほ
と
ん
ど
聞
か
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
聞
か
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

父
は
休
み
な
く
塗
装
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
母

父
は
休
み
な
く
塗
装
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
母

は
パ
ー
ト
で
、
私
が
帰
る
頃
に
は
自
宅
に
い
て
家

は
パ
ー
ト
で
、
私
が
帰
る
頃
に
は
自
宅
に
い
て
家

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
は
共
働
き
世
帯
が
増
え
て
い
ま

　

し
か
し
、
現
在
は
共
働
き
世
帯
が
増
え
て
い
ま

す
。
我
が
家
も
共
働
き
で
仕
事
を
し
な
が
ら
、
４

す
。
我
が
家
も
共
働
き
で
仕
事
を
し
な
が
ら
、
４

人
の
子
育
て
や
家
事
を
夫
婦
で
協
力
し
合
い
、
時

人
の
子
育
て
や
家
事
を
夫
婦
で
協
力
し
合
い
、
時

に
父
母
の
協
力
も
得
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

に
父
母
の
協
力
も
得
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

町
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ
に
お
世
話

町
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ
に
お
世
話

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
も
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
も
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の

両
方
の
会
員
（
預
け
る
・
預
か
る
）
な
の
で
、
可

両
方
の
会
員
（
預
け
る
・
預
か
る
）
な
の
で
、
可

能
な
限
り
お
預
か
り
も
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い

能
な
限
り
お
預
か
り
も
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

私
の
周
り
に
は
シ
ン
グ
ル
で
子
育
て
を
頑
張
っ

　

私
の
周
り
に
は
シ
ン
グ
ル
で
子
育
て
を
頑
張
っ

て
い
る
方
も
い
て
、「
働
き
た
い
け
ど
保
育
園
に
入

て
い
る
方
も
い
て
、「
働
き
た
い
け
ど
保
育
園
に
入

れ
ら
れ
な
い
。」「
お
米
を
買
え
な
い
く
ら
い
今
月

れ
ら
れ
な
い
。」「
お
米
を
買
え
な
い
く
ら
い
今
月

は
苦
し
い
。」「
ど
こ
か
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
た

は
苦
し
い
。」「
ど
こ
か
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
た

い
け
ど
、
金
銭
的
に
余
裕
が
な
く
て
…
。」
と
い
っ

い
け
ど
、
金
銭
的
に
余
裕
が
な
く
て
…
。」
と
い
っ

た
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
目
が
行
き
届
か

た
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
目
が
行
き
届
か

な
い
と
こ
ろ
で
、
支
援
を
受
け
た
く
て
も
受
け
ら

な
い
と
こ
ろ
で
、
支
援
を
受
け
た
く
て
も
受
け
ら

れ
ず
に
い
る
姿
を
見
る
と
、
本
当
に
胸
が
痛
み
ま

れ
ず
に
い
る
姿
を
見
る
と
、
本
当
に
胸
が
痛
み
ま

す
。
幸
い
、
私
の
住
む
地
域
は
子
ど
も
た
ち
に
優

す
。
幸
い
、
私
の
住
む
地
域
は
子
ど
も
た
ち
に
優

し
く
、
声
掛
け
も
し
て
く
れ
る
温
か
な
と
こ
ろ
で
、

し
く
、
声
掛
け
も
し
て
く
れ
る
温
か
な
と
こ
ろ
で
、

子
育
て
し
て
い
く
う
え
で
と
て
も
有
難
い
こ
と
で
す
。

子
育
て
し
て
い
く
う
え
で
と
て
も
有
難
い
こ
と
で
す
。

　

老
若
男
女
、
皆
が
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
へ
の

　

老
若
男
女
、
皆
が
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
へ
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
男
女
共
同
参
画
に
大
先
輩
方

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
男
女
共
同
参
画
に
大
先
輩
方

と
共
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
微
力
な
が
ら
も

と
共
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
微
力
な
が
ら
も

お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
動
け
な
い
状
況
で

　

コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
動
け
な
い
状
況
で

す
が
、「
衣
食
住
」「
働
く
」「
育
て
る
」、
皆
が
気

す
が
、「
衣
食
住
」「
働
く
」「
育
て
る
」、
皆
が
気

持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
町
に
な
る
と
い
い
な
、
と

持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
町
に
な
る
と
い
い
な
、
と

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

No.176
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!
～昭和町母子愛育会は、今年度、創立６０周年を迎えます～

　今後も被害の発生が懸念される電話詐欺の3つの犯行手口
は、次のとおりです。ご家族や近所の方などに注意を促

うなが

してく
ださい。
息子や警察官などをかたるオレオレ詐欺
　～ 電話の声だけで見破るのは困難! ! ～
　息子（娘）や孫、甥などになりすまし、「風邪を引いた。病院に
行った時に支払い用のカードが入ったカバンをなくした。警察
から連絡が行くかもしれないから対応してほしい。」などとお
金の話をせずに電話をかけてきます。再度電話をかけてきて、
「カバンは見つかったが、カードがなかった。」「すぐに支払い
をしなければならず、現金が必要。」「現金を用意してほしい。」
などとお金を要求してきます。

「還付金があります。」は詐欺
　～ ATMではお金は受け取れません! ! ～
　市役所や金融機関職員になりすまし、「介護保険料の払い戻
しがあります。」「締切が過ぎています。」「今日中にATMで手
続きすれば受け取れます。」などと電話をかけてきます。近くの
ATMへ手続きするよう指示し、知らないうちに第三者の口座
へ振り込みを行わせ、お金を奪っていきます。
インターネット利用料金未納は詐欺
　～ SMSでの請求は詐欺! ! ～
　携帯電話に「ご利用料金の確認が取れておりません。本日中
にご連絡ください。」などというメッセージが届きます。あるい
は、ウェブサイト閲覧中に突然、「登録完了」などと表示される
こともあります。慌てて相手の連絡先に電話をかけると、有料
サイト登録料などの名目で、ギフトカードや電子マネーをコン
ビニで購入して支払うよう指示されます。

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

電話詐欺の被害防止
〜被害の発生が懸念される3つの手口〜

「フィッシング詐欺」に注意‼
①フィッシング詐欺とは
　フィッシング詐欺とは、送信者を詐称した電子メールを送りつけ、偽のホー
ムページに接続させたりするなどの方法で、クレジットカード番号、アカウン
ト情報（ユーザID、パスワードなど）といった重要な個人情報を盗み出す行為
のことを言います。
　最近では、スミッシングと呼ばれる、スマートフォンの電話番号宛に送られ
てくるＳＭＳ（ショートメッセージサービス）に覚えのない請求や、配送など
に関するメッセージを送り、ＳＭＳに記載されているＵＲＬをタップさせる
ことで偽のサイトに誘導する事例も増えてきています。
②フィッシング詐欺の手口
　〇電子メールでフィッシングサイトに誘導
　　クレジットカード会社や銀行からのお知らせと称した電子メールなど
で、巧みにリンクをクリックさせ、本物のサイトにそっくりな偽サイトに利
用者を誘導します。そこでクレジットカード番号や口座番号などを入力す
るよう促し、入力された情報を盗み取ります。

　〇表示されているURLを本物のURLに見せかけてアクセスさせる手口
　　例えば、アルファベットの小文字のｏ

オー
を０

ゼロ
にしたり、アルファベットの大

文字のＩ
アイ
を小文字のｌ

エル
にしたりして、閲覧者が見間違えたり、信用させたりす

る手口です。
③フィッシング詐欺対策
　〇リンクは絶対にタップしない
　　偽サイトによるほとんどの被害は、大手検索サイトでの検索結果を鵜呑
みにした結果か、フィッシングメールに記載されたリンクをタップしてア
クセスしてしまった偽サイトで情報を入力したものです。リンクは絶対に
タップしないことで、多くの被害を回避できます。

　〇正しいＵＲＬからのアクセス
　　ＩＤ・パスワードなどを入力するウェブページにアクセスする場合は、
普段利用しているウェブブラウザのブックマークに正しいＵＲＬを記録し
ておき、毎回そこからアクセスすることを心がけましょう。

　〇電子メールの内容を鵜呑みにしない
　　金融機関などの名前で送信されてきた電子メールの中で、通常と異なる
手順を要求された場合には、内容を鵜呑みにせず、金融機関に確認すること
も必要です。ただし、電話をかける場合には必ず正規のウェブサイトや金融
機関からの郵便物などで連絡先の電話番号を調べるようにしてください。

不要不急の外出・移動の自粛、混雑している 
場所・時間をさけて行動しましょう。

人が密に集まって過ごすような空間に行くのは
避けましょう。

「部屋が広ければ大丈夫」「狭い部屋は危険」と 
言うものではなく、換気が重要になります。

マスクをしていない時はハンカチや上着の 
袖などで口を覆いましょう。

寒くても定期的に喚起をしましょう。
二方向の窓を開けるなどの工夫をしましょう。

帰宅時、料理や食事の前にこまめにしましょう。

間近で会話や発声をする場面や、食事も真向かい
に座るのを避けましょう。

感染症予防で寒い冬を乗り越えよう‼感染症予防で寒い冬を乗り越えよう‼
まだまだ寒い季節が続きます。
引き続き感染予防策を実践して、
新型コロナウイルスやインフル	
エンザなどの感染症から身を守り
ましょう。

自分のためにも
みんなのためにも
続けよう！
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日
時　
①
２
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

　
　
　
②
２
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　
①
２
月
１
日
（
火
）
～
15
日
（
火
）

　
②
２
月
１
日
（
火
）
～
25
日
（
金
）

そ
の
他

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・

証
明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時

　

２
月
20
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名

受
付
開
始

　

２
月
７
日
（
月
）
～

　
（
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他

○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

　
番
号
直
通
の
み
受
付

○
相
談
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
令
和
４
年
４
月
21
日（
木
）

○
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

　
当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

　
利
害
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し

　
た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
昭
和
町
・
中
央
市
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
、
人
権
に
関
す
る
特
設
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

予
約
は
不
要
で
す
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

日
時　
３
月
４
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
中
央
市
田
富
総
合
会
館

内
容　
名
誉
・
差
別
・
い
じ
め
等
の

　
　
人
権
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
行
政
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　

山
梨
県
行
政
書
士
会
は
、
2
月
22
日

の
行
政
書
士
記
念
日
に
因
み
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
く
ら
し
や
ビ
ジ
ネ

ス
の
お
悩
み
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
な
ど
の
ご
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

日
時　
２
月
19
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
や
ま
な
し
地
域
づ
く
り
交
流

セ
ン
タ
ー 

３
F 
第
4
会
議
室

そ
の
他　
相
談
無
料
・
予
約
不
要

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
行
政
書
士
会　
市
川

（
☎
０
８
０
‐
８
０
５
１
‐
９
２
８
４
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
梨
県
行
政

書
士
会 

事
務
局
（
☎
２
３
７
‐

２
６
０
１
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　
富
士
山
五
合
目
周
辺
に
お
い
て
自

然
解
説
や
自
然
保
護
の
啓
発
等
を
す

る
富
士
山
五
合
目
公
園
利
用
指
導
員

及
び
富
士
山
五
合
目
自
然
解
説
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

①
富
士
山
五
合
目
公
園
利
用
指
導
員

　
［
５
名
程
度
］

②
富
士
山
五
合
目
自
然
解
説
員

　
［
20
名
程
度
］

勤
務
期
間

　
５
月
１
日
～
10
月
31
日
ま
で

　
（
事
務
局
の
要
請
に
応
じ
て
勤
務
）

勤
務
時
間

①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

②
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

勤
務
地

　

富
士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン

タ
ー
及
び
富
士
山
五
合
目
周
辺

賃
金
（
交
通
費
の
支
給
な
し
）

①
日
給 

８
９
５
２
円

②
日
給 

７
４
５
０
円

締
め
切
り　
２
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　
※
当
日
消
印
有
効

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
書
類
を
添
付
の
う
え
、

郵
送
ま
た
は
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
富
士
山
五
合
目
周
辺
公
園
利
用
協

議
会　
富
士
吉
田
市
外
二
ケ
村
恩

賜
県
有
財
産
保
護
組
合

　
森
林
事
業
部　
森
林
環
境
課

　
（
☎
０
５
５
５
‐
２
２
‐
３
３
５
５
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.onshirin.jp/

　
甲
府
地
区
消
防
本
部
で
は
、
春
季

火
災
予
防
運
動
に
先
駆
け
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
甲
府
昭
和
で
「
消
防
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
消
火

体
験
・
防
火
服
着
装
体
験
・
キ
ッ
ズ

レ
ン
ジ
ャ
ー
体
験
な
ど
が
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　
２
月
26
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和

　
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
ー
デ
ン
前
駐
車
場

そ
の
他

　
雨
天
の
場
合
は
、
規
模
を
縮
小
し

イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和
１
階

「
ほ
た
る
広
場
」
で
実
施
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
施
し
、
実
施
い
た
し
ま
す
。

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
区
消
防
本
部　
警
防
課

　
　
　
　
（
☎
２
２
２
‐
１
２
６
９
）

　
身
近
な
生
活
小
物
に
絵
の
具
で
お

花
や
果
物
等
の
絵
を
描
く
ト
ー
ル
ペ

イ
ン
ト
で
、
暮
ら
し
に
彩
り
を
添
え

ま
せ
ん
か
。
先
生
と
一
緒
に
ウ
ェ
ル

カ
ム
ボ
ー
ド
を
作
成
し
な
が
ら
、
構

図
や
筆
遣
い
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

日
時　
2
月
18
日（
金
）・25
日（
金
）

　
　
　
3
月
4
日
（
金
）
全
3
回

　
　
　
午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時

場
所　
押
原
公
園
管
理
棟

定
員　
10
名
程
度
（
定
員
を
超
え
た

場
合
抽
選
と
な
り
ま
す
）

締
め
切
り　
２
月
10
日
（
木
）

参
加
料　
３
5
０
０
円（
筆
等
画
材
、

材
料
費
と
し
て
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　

高
齢
者
の
生
涯
学
習
の
場
で
あ

る
「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」
で

は
、
令
和
４
年
度
の
学
生
を
募
集
し

ま
す
。
新
た
な
生
き
が
い
づ
く
り
と

仲
間
づ
く
り
で
、
健
康
で
活
力
に
満

ち
た
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
ま
す
。
シ
ニ
ア
の
生

涯
学
習
の
場
「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学

院
」で
学
び
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、

町
教
育
委
員
会
の
窓
口
で
配
布
の
入

学
案
内
ま
た
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

出
願
受
付

　

２
月
１
日（
火
）～
３
月
15
日（
火
）

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

修
業
年
限　
２
年

　
（
１
年
間
で
25
講
座
実
施
予
定
）

講
座
日　
原
則
と
し
て
金
曜
日

　
　
　
　
（
月
平
均
２
回
）

費
用　
１
万
６
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

　
　
　
　
（
☎
２
３
３
‐
６
９
４
７
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

防災一口メモ　　　安否確認は「災害用伝言ダイヤル 171」で！
　被災地への通話が繋がりにくい状態になったとき、被災地内の家族、親戚などと安否
の確認や緊急連絡に利用できます。（開設時にはニュース等でお知らせがあります）
　①災害用伝言ダイヤル（171） … 被災地の方の固定電話・公衆電話・携帯電話や PHS など。
　②災害用伝言板 … 主に携帯電話・PHS 向けサービス。
　③災害用伝言板（web171）… パソコン・タブレット・スマートフォン・携帯電話な
　　どでインターネットを通じて利用できます。
　④災害用音声お届けサービス … 専用アプリを使って音声で伝言を登録できます。
　　NTT ドコモ、au、ソフトバンク、ワイモバイル（2020 年 8 月現在）
★災害用伝言ダイヤルの体験利用を行っています。詳しくは下記ＨＰをご覧ください。
　NTT 東日本　https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/ 女性防災ネット昭和
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合
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ち
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玉
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間
に
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犬
の
声
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し

深
沢
モ
ト
子

鍋
の
な
か
鱈
の
目
お
よ
ぐ
里
の
味

ダ
ン
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ル
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い
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ぬ
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し
猫
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冬

伊
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美
代

◎
一
緒
に
「
俳
句
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

俳
句
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

俳
句
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句

　12月は、先月と比較すると
全体の収集量は 16t 増の366t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月と比べて 2 ㎏増の
40 ㎏となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 12 月分の医療費は、
約 8,850 万 8 千円（前年同
月比 6.87% の増）です。
　 医療費の増加を抑えるには、
疾病の発生を未然に防ぎ、早期
発見・早期治療が大切です。規
則正しい生活習慣を身につけ、
医療費を大切に使いましょう。

排出量㎏

25

30
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40

45

50

55

12月11月10月9月8月7月6月

43

37

41

常永地区押原地区西条地区

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

ウェルカムボード

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。
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あとがき
　

早
い
も
の
で
今
年
も
ひ
と
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
体
調
に
は
十
分
に

気
を
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
い
よ
い
よ
昭
和
町
で

も
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
が
始
ま
り
ま

し
た
。
一
日
も
早
い
収
束
の
た
め
に
も
、
引
き
続
き

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
の
表
紙
は
飯
喰
区
の
小
正
月
祭
り
の

一
枚
で
す
。
獅
子
舞
が
家
々
を
巡
り
、
太
鼓
の
お
囃

子
に
合
わ
せ
て
舞
い
ま
す
。
獅
子
舞
が
人
の
頭
を
噛

む
こ
と
で
、
人
に
つ
い
た
邪
気
を
食
べ
て
厄
を
払
う

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
ご
機
嫌
を
う
か
が

う
、
コ
ワ
モ
テ
だ
け
ど
心
優
し
い
獅
子
舞
で
し
た
。

元気にすくすく育ってね。
可愛い笑顔で癒してちょうだい。

令和３年８月 16 日生（0 歳５カ月・男の子）
（父）学さん（母）エリカさん（西条区）

小林 陽
は る と

翔 くん

食べるの大好き♪
すくすく元気に育ってね！

令和３年１月 29 日生（１歳・男の子）
（父）智紀さん（母）沙恵さん（西条二区）

坂下 暉
き こ と

采 くん

発
行
／
山
梨
県
昭
和
町
役
場
　
　
編
集
／
企
画
財
政
課

〒
409-3880

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
542-2

電
話
 055-275-2111

㈹
　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w
w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ
ー
ル
　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
　
https://tw

itter.com
/show

atow
n チャイルドシート

貸 与 事 業
利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

　学校給食センターでは、今
年度は約2100食分の給食を
作っています。町内学校の児
童生徒数の増加に伴い、提供
給食数もだんだん増えてきて
います。毎日たくさんの量の
給食を作りながら心がけてい
るのは、一食一食に愛情を込
めることです。児童生徒のみ
なさんには、温かい給食を食
べて心も体も大きく成長して
ほしいと願っています。
　2月は節分にちなんで、大
豆製品を使ったレシピを紹介
します。きつね色に煮込んだ
油揚げを炊きたてのごはんに
混 ぜ て 作 る 人 気 メ ニ ュ ー の 
「こぎつねごはん」です。

こぎつねご飯

～ 今月は
「昭和町学校給食センター」

からのレシピです ～

◆ 作り方
①	にんじんはせん切り、油揚げは油抜きをした後、
5mm幅の短冊切りにする。枝豆は下茹でをして
おく。

②	熱した鍋に油を入れ、鶏肉をぽろぽろになるま
で炒める。

③	にんじん、油揚げを加え、にんじんに火が通っ
たら、Aの調味料を加えて味を調え、味がしみ
るように煮込む。

④	炊いたごはんに、下茹でした枝豆、③を混ぜ合
わせる。

☆	鶏肉は、モモ肉・むね肉のどちらでも良いです。
☆	その時季の旬の食材を入れると、季節感が出
て、さらに美味しく仕上がります。

★２月の給食で登場します。

◆ 材料（4人分）
・ごはん …… 450ｇ
・鶏ひき肉 … 60ｇ
・にんじん … 60ｇ
・油揚げ …… 30ｇ
・油 ………… 小さじ１
・枝豆 ……… 15ｇ

簡単！おいしい！
給食のまぜごはん！

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

A
砂糖 …… 小さじ４弱
酒 ……… 小さじ１
みりん … 小さじ１
濃口しょうゆ
　 ……… 小さじ３
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